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研究成果の概要（和文）：本研究では、(i) 複合語アクセント規則の表出透明性を操作した複合語の理解、(ii)
左右枝分かれ曖昧性の構文処理と韻律情報の関係を中心とする複数の言語現象に関わる韻律情報の理解のあり方
を異なる年齢層で比較した。i)においては、６－７歳児はアクセント変化の情報を用いて複合語構造の処理を促
進させていることが確認された。ii)においては、枝分かれ構造の第二要素のピッチ上昇という韻律情報の解釈
のあり方にはそれ自体曖昧性があるが、その解釈には大人子どもいずれの年齢層においても大きな個人差がみら
れること、さらにそのバイアスの方向性が年齢層ごとに異なり、年齢とともに大人の解釈に近づいていくことが
示唆された。

研究成果の概要（英文）：Our study investigate young children’s ability to exploit prosodic 
information (pitch accent change) to i) predict/facilitate the structural information in a same way 
as adults, in an ambiguity between a single noun and compound, and ii) adults and children always 
share a common understanding of what certain prosodic phenomena signal with respect to 
morpho-syntactic, syntactic or semantic representations. It also addressed the question as to 
whether and to what extent different individuals interpret the same prosodic cue in different ways.

研究分野： 心理言語学
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日本語理解における動詞情報と項の予測  
 
1. 研究開始当初の背景  
（第一）言語習得研究では、識字年齢以前の子供が
遂行できるような act-out タスクや truth value 
judgment タスクなどを用い、子供が特定の文法構
造を習得しているか（その時点で獲得している文法
が成人のそれとどう異なるか）を調べる方法論的知
見が蓄積されている。一方、子供の文処理研究（子
供が言語内外の知識をどのように用い文を理解する
か）においても同様の手法を用い、異なるタイプの
関係節、語順を操作した文を題材に、異なる統語構
造の相対的な負荷や偏向が調べられている(Suzuki 
2011等)。しかし、最終的な解釈に至る過程として、
文を入力に即して子供が処理している最中の構造処
理のあり方を捉える実時間情報については成果が乏
しい。近年の実験手法の進歩により、幼児にも無理
なく実施可能な視覚世界パラダイムを用いた眼球運
動測定法による、日本語話者の子供を対象にした対
立コントラスト解釈に関する研究成果があるが(Ito 
et al. 2011)、子供の実時間の構造レベルでの処理を
対象とした研究はきわめて限られていた。 
	  
2. 研究の目的  
本研究は、発達段階の文処理のあり方、とりわけ韻
律情報の利用のあり方を成人のそれと比較検討する
ため、(i) 複合語アクセント規則の表出透明性を操作
した複合語の理解、(ii)左右枝分かれ曖昧性の構文処
理と韻律情報の関係をという言語現象を中心に検討
する。成人と子供における実時間での処理偏向や予
測的処理のあり方をに迫りつつ、「言語知識・運用シ
ステムの発達途上」で説明できない子供と成人にお
ける異なりを、具体的なデータをもとに洗い出し、
理論的検討を加える。 
 
3. 研究の方法  
眼球運動測定を用いた視覚世界パラダイム法（用語
説明：視覚世界パラダイムとは、音声呈示される刺
激文によって指示される内容に即して、同時に提示
されている絵刺激に対する被験者の視線の動きを眼
球運動測定装置を用い観察する方法である。その注
視対象やタイミングは、音声刺激の理解過程を反映
したものと解釈でき、自然な言語使用に近い状況で、
実時間言語理解過程の検討に極めて有用とされる）
で以下２つのテーマのもと複数の実験を行った。 
 
3-(1)．複合語構造予測  
 
名詞句複合語においては、複合語アクセントが付与
された結果、それぞれの構成要素が単独名詞として
発音された場合とは異なるピッチアクセントパター
ンを持つ場合がある。それぞれ３モーラの名詞から
なる複合語（例：1a. みかんジュース）の場合、も
ともと前部要素は頭高アクセントであったのが、複
合語においてはこの部分は平板化することになる。
一方、前部要素がもともと平板語である場合、単独
名詞句としても複合語前部要素としても、同じ平板
型となる（例：1b. りんごジュース） 

 
(1) 
a. Change in C1 accent:    

mi’kan (tangerine)+ ju’usu (juice)→  
  HLL            HLL 
mikan ju’usu 

	 	 LHH   HLL 
 
b. No change in C1 accent:  

ringo (apple)     + ju’usu  (juice)  →  
LHH          	 	 HLL  
ringo ju’usu                

    LHH HLL 
 
こうした場合、前部要素のアクセント情報を、複合
語の後部要素の入力より前に予測的に用いることが
できるかどうかを、成人と６−７歳児、さらに５歳児
で検討した。方法としては、「果物と動物が合体した
仮想の動物」がいるとした状況で、「みかんたぬきは
どれ/りんごたぬきはどれ/みかんはどれ/りんごはど
れ」というような音声の指示に従い、以下のような
画像のなかからターゲットを選択させる。例えば以
下図 1 の場合「みかんたぬきはどれ」という音声に
対しては左上のオブジェクトが正しいターゲットと
なるが、「みかんはどれ」という音声に対しては右上
のオブジェクトが正しいターゲットとなる。 
 

 
図１. 複合語予測実験に用いられた画像例 
 
この実験では「みかん(HLL)」もしくは「みかん
(LHH)」という部分の入力のみから、これが単独名
詞か複合語の前部要素かをすでに予測可能かという
ことを調べるものであるが、もしこの「みかん(HLL)」
というピッチアクセント情報から複合語構造が予め
予測されているのだとすれば、左上の正しい複合語
ターゲットおよび右真ん中の「みかんりす」もこの
時点でのターゲット候補となり、これらいずれかの
注視度合いが高まると考えられる。比較対象として
は「りんごコアラ」/「りんご」のように、複合語化
した場合でも前部要素の表面的なアクセント情報が
変化しない条件を設ける。結果は 4.に述べる。 
 



3-(2). 枝分かれ曖昧性における韻律情報の働き  
 
「青いネコのカサはどれ？」といったような枝分
かれ曖昧文を用い（左枝分かれ構造では「青い」
のは「ネコ」であり、右枝分かれ構造では「青い」
のは「（ネコの）カサ」である）、その解釈に韻律
情報がどのように関与するかを検討する。このよ
うな曖昧文を音声呈示した直後に次項図２のよう
な画像を呈示し、どちらの解釈に対応する絵にど
のようなタイミングで視線が移動するかを検討す
る。特に、第二要素（この場合は「ネコ」）がピッ
チの上昇を伴って発話された場合、これを統語的
な情報（右枝分かれ構造を示す metrical boostの
反映）と解釈するか、あるいはコントラスト情報
（この場合、青いネコ vs青いリス）と解釈するか
により、韻律情報によるバイアスの方向が異なる
ことがあり得る。成人、６−７歳児、５歳児、４歳
児を対象に同パラダイムでの実験を行いこうした
情報の解釈における個人差および年齢差を、ピッ
チ上昇を伴わない default な韻律（連続する３要
素にダウンステップがかかる）と比較して検討し
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. 実験に用いられた画像例 
 
 
4. 研究の結果  
上記した研究の結果について以下に述べる。 
 
4-(1). 複合語構造予測  
 
視線計測実験の結果の一部を以下図２，３に示す（詳
細は Hirose and Mazuka., 2015,; 2017)。いずれも、
黒い実線は、複合語化に伴うアクセント変化ありの
複合語音声（みかん（たぬき））をきいたときの、複
合語ターゲット候補への注視率を示す。黒い点線は
同じ音声刺激をきいた際の、単独語ターゲットへの
注視率を示す。灰色は複合語化によるアクセント変
化がない条件（りんご（コアラ））である（いずれも
第三モーラ入力時点から）。 
 
 
 
 
 

図２：複合語候補への注視率（成人） 
 
 

図 3：複合語候補への注視率（６−７歳児） 
 
成人では、アクセント変化ありの条件では複合語主
要部の入力に先立って、複合語候補のオブジェクト
に視線が集まることが示された。６−７歳児でもアク
セント情報により反応の促進が認められたが、その
タイミングは主要部名詞入力語にのみ顕著であった。
このことから、６−７歳児でもアクセント変化の情報
が複合語処理を促進させていることがわかったが、
視線計測において明らかな差が認められるタイミン
グが成人に比べて 400ms程度遅れることから、これ
が遅れて現れた予測処理であるのか、予測を伴わな
い処理の促進であるのかについては検討の余地が残
った。なお、視線計測実験においては（ここでは結
果を省略したが）、５歳児も６−７歳児と同様の結果
であった。 
 
4-(2)．枝分かれ曖昧性における韻律情報の働き  
 
成人の視線分析の結果、第二要素のピッチ情報は、
まず入力直後の早い段階では左枝分かれ解釈に対応
したターゲットへの注視を促進し、フレーズ末にお
いて最終的な解釈を行う段階で右枝分かれ構造に対
応したターゲットへの注視を高める結果となった。
成人はこの韻律情報をまずはコントラストの情報と
して解釈した後に、最終的に右枝分かれ構造を示す
情報として解釈しなおす可能性を示唆した。一方、
６−７歳児あるいはそれ以下の年齢層の視線計測デ
ータにおいては、韻律情報の効果の方向性において

0"

0.1"

0.2"

0.3"

0.4"

0.5"

0.6"

0.7"

0.8"

20
"

80
"

14
0"

20
0"

26
0"

32
0"

38
0"

44
0"

50
0"

56
0"

62
0"

68
0"

74
0"

80
0"

86
0"

92
0"

98
0"

10
40

"

11
00

"

11
60

"

Pr
op

or
%o

n'
of
'g
az
es
'to

'T
ar
ge
t'C

om
po

un
d'
an

d'
Co

m
pe

%t
or
'C
om

po
un

d'
co
m
bi
ne

d�

Time'from'the'offset'of'the'second'mora'of'C1'in'milliseconds�

Compound4Unambiguous"

Compound4Ambiguous"

SingleN4Unambiguous"

SingleN4Ambiguous"

+� +
or�mean(onset(of(

the(head(noun(((((((((((((((((((
((((((((((→(

mean(offset(of(the(
single(head(noun(
←((((

mean(offset(of(
the(head(noun(→(
((((

Linguis6c(instruc6on�

Visual(target�

0"

0.1"

0.2"

0.3"

0.4"

0.5"

0.6"

0.7"

0.8"

20
"

80
"

14
0"

20
0"

26
0"

32
0"

38
0"

44
0"

50
0"

56
0"

62
0"

68
0"

74
0"

80
0"

86
0"

92
0"

98
0"

10
40

"

11
00

"

11
60

"

Pr
op

or
%o

n'
of
'g
az
es
'to

'T
ar
ge
t'C

om
po

un
d'
an

d'
Co

m
pe

%t
or
'C
om

po
un

d'
co
m
bi
ne

d�

Time'from'the'offset'of'the'second'mora'of'C1'in'milliseconds�

Compound4Unambiguous"
Compound4Ambiguous"
SingleN4Unambiguous"
SingleN4Ambiguous"

mean%onset%of%
the%head%noun%%%%%%%%%%%%%%%%%%%

%%%%%%%%%%→%
mean%offset%of%the%
single%head%noun%
←%%%%

mean%offset%of%the%
head%noun%
←%%%%

Linguis4c%instruc4on�

+� +
or�

Visual%target�



著しい個人差が見られたため、この年齢群のふるま
いとして一般化できるような解釈が難しかった。こ
のため、最終的な解釈（どれをターゲットとして選
択するか）における韻律情報のバイアスの方向を、
個人別に検討した。図４は、各人１２回のターゲッ
ト思考において、第二要素におけるピッチ情報あり
の条件において右枝分かれ解釈を行った回数から、
ピッチ上昇なし（ダウンステップを伴う default 
prosody）の条件において右枝分かれ解釈を行った回
数を引いた差分をグラフに示したものである。 
 
図４. 第二要素のピッチ上昇が個人毎の枝分かれ構
造解釈に与えるバイアス（年齢層別） 
 
 

４歳児においては、第二要素のピッチが上昇した条
件で左枝分かれ構造の選択が促進される被験者と右
枝分かれ構造の選択が促進される被験者に分かれて
いる。成人においては、同じ韻律情報は、右枝分か
れを促進するケースのみがみられる。５歳児は、こ
れら両グループの中間的なパターンを示している。
このことから、まず同一の韻律情報の解釈において
は４〜５歳児のグループではいずれも、対立する方
向の個人差が明確に存在すること、またこれは年齢
が上がるにつれて、右枝分かれバイアスの方向に収
束することが示唆された。これらの結果は２件の国
際 学 会 に て 発 表 さ れ て い る (Hirose and 
Mazuka ,2014; 2017)。 
 
4-(3) その他の検討  
上記のほか、今後の研究の着想を得て、子どもの言
語産出、成人の母語言語理解、および第二言語にお
ける言語理解に関する複数の実験を、本研究課題の
リソースを利用して行ったため、それらの詳細は省
略するが発表論文・学会口頭発表などの成果のみ併
せて報告する。 
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